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タンパタ質の分子構造と機能
(表艦議IIIE)

今回も前号にひき続いて,ブルッタヽ プン国立研
案珈編集のォンパ′質データバン,クに隅められてい

る結晶轟造|デー・夕
から,酵素タンパ′質カルボキシ

ペプチーダーゼAの構造を1立体図に描いてみた。
|カルボキシベプチダ‐ゼAはキの摩減から得られ
るタンパタ質分解酵素t分 子量は3000,活性都
饉に重鉛イォンを1個もちょいろいろな点で簡号の
サーモライシンとよく似ている (研究の歴史はカル
ポキンペプチダニせのほうがはるかに古い)。
表紙の aは この酵素め婿憮部位

`付
近の構造で,亜

`鉛の近く1にあるア、ノ睦 のうちで礎綸降害男に関
与ししてぃると考え.られているものを選び出して霧
いてある。亜鉛の配位子として,ま 2個のヒスチジン
(耳utt His196)と グルタミン酸.(OIu72),摯齢
用をも,つ残基としてはチロシン (TyF248)と 力″
ミン酸 (Glu270).彙 質との結合に関係す.る ものと
してはアルギニン (岬 苺 )が考えられている。残

りの榎鏡基 (腱gL Arg127.Tyr198,Phe279)は 大
きな基質

"f結

合するときのサ
ー
プサイトを構載するも,

のである。 bは この酵素に基質グリシルチロシン

(黒い二で示してある)を結合させたとき,の構造で,

厚鵠辮 財 疵じ≡襲議掌糧・
て―おり,1基質の結合によるコンホメーション変イヒ
(誘導適合躙 型的な911であると―されて,ヽ る。
このXi線結晶解析は,昨年ノ‐ベル化学営を受費
した
.INLね
襲Onabらの業績|こよるものである・が,

これに1対して■.L,苺・縫 らはこのり 部位の
構造が水溶時 と結纂中で大き‐く異なうてt,る可能
性を分光学的研究に|よ って示し―,その管翼在に至る
まで熱■論争が続いている。非常に多くの1研究がな
されていぅ酵素鶴 るだ:サに,この論争のゆくぇ撃
興味器
'、

(■prヒ学教室 即隅三生 )
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